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　物価高騰が区民の暮らしに深刻な影
響を及ぼしています。生活必需品ほど
値上げは深刻で、値上げ品目は年内に
1万品目を超えると報道されています。
　党議員団は6月7日、酒井区長に対し
て、深刻な物価高騰に対して区民の暮
らしと営業を守るための対策を求める
申し入れを行いました。
　第2回定例会では物価高騰対策が大

　第2回定例会で、「囲町地区におけ
る建築物の制限に関する条例の一部
を改正する条例」が提案され、賛成
多数で可決されました。
　党議員団は建設委員会では住民の
合意がどれだけ取れているのかなど
を質疑しました。囲町東地区では生
活権の侵害に当たると最後まで反対
されている方がいらっしゃいました。
党議員団は西地区でも住民合意は不
十分であり、住民を置き去りにして
再開発を進めることになることから、

高校3年生までの
医療費助成の拡充へ
　東京都は2023年度から、所得制限
を設けた上で、現在15歳までとしている
医療費の助成対象を18歳（高校3年生）
まで拡大することを決めました。

　区長は3月の記者会見の場で、「中野区では、16歳から18歳につい
ても、独自に上乗せすることによって、所得制限を設けず、対象と
なる全世帯の医療費を2023年度中に無料化することに向けて、検討
していきたい」と述べ、その後、特別区長会会長が「23区は所得制
限や自己負担なしで無償化を実施する」と発表しました。
　東京都が18歳医療費助成に踏み出すこと、期限
付きですが費用負担を一部実施することは歓迎で
きますが、この機会をとらえて都が通院費の自己
負担分や所得制限についても撤廃するよう特別区
として働きかけることを求めました。

子どもや若者への
支援拡充を
・子どもの「声」を大切にする社会へ
　今年３月に制定され、４月から施行さ
れた子どもの権利に関する条例を着実に
実行し、子どもの「声」を大切にする社
会に進むよう、外国人の子どもの就学漏れをなくすよう求めました。
区は「訪問調査など有効な方法も検討しながら、就学状況について
実態を把握」すると回答しました。

・若者支援への取り組みの発展を
　昨年１１月末に開設された子ども・若者支援センターでは若者相談
が行われています。若者支援の中で課題となっているひきこもりへ
の支援について、江戸川区のように当事者の実態調査を行うことを
求めました。区は「調査方法や対象者の抽出条件、調査項目など、
江戸川区の例を参考に、調査の有効性と方向性を検討」すると回答。

6月7日、酒井区長に対して申し入れを行う

質問に立つ長沢議員 質問に立つ小杉議員

物価高騰から区民のくらしを守れ
酒井区長に対して申し入れ

第2回定例会の論戦から

・ヤングケアラーは
	 ＳＯＳを発信できない
　小中学・高校生が教育機会を逃す可
能性があるヤングケアラー当事者はＳＯ
Ｓを発信できない傾向があります。この
実態把握について、区は「ヤングケアラー
支援地域連携協議会を立ち上げ」「実
態把握の方法並びに支援体制のあり方、
地域への啓発の方法を検討する予定」
と回答。早期発見・把握や適切な支援
サービスにつながるよう求めました。

条例案に反対しました。

きな焦点になりました。党議員団は区
民と区内事業者への影響把握と対策・
支援を求め、酒井区長は「物価高騰が
区民生活や事業活動にどのような影響
を及ぼしているか、状況を把握する」
と答弁がありました。

申し入れの
全文はこちら



ご相談・ご要望お寄せください◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆
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7月17日に行われた記念パレードに参加する議員団

●本会議一般質問では、
浦野議員、羽鳥議員
●決算特別委員会総括質疑では
長沢議員、いさ議員
が質問に立ちます

日時：8月30日（火）18:30 ～
場所：中野サンプラザ8階研修室1
講師：佐々木淳一さん
　　   （税理士　税理士法人 東京南部会計）

第3回定例会の日程（予定） 9月 12日（月）、13日（火） 本会議（一般質問）

14日（水） 本会議（一般質問・決算上程）

16日（金） 決算特別委員会（総括説明）
21日（水）、22日（木）
26日（月）、27日（火） 決算特別委員会（総括質疑）

28日（水）、29日（木）
30日（金） 決算特別委員会（分科会）

　1982年、核戦争の恐怖が高ま
る中で「憲法擁護・非核都市宣言を
求める中野区実行委員会」が結成
され、同宣言を求める１万２千人の
署名をつけて区議会に陳情が提出
されました。陳情は議会で採択され、
それを受けて中野区が宣言を行いま
した。宣言のスローガンである「憲
法を生かそう　くらしに　中野のま

中止しかない！
消費税インボイス制度学習会

「憲法擁護・非核都市中野区宣言」40周年
いまこそ核兵器の廃絶を

ちに」の横断幕は今でも区庁舎に
掲げられています。
　これに合わせて区は、宣言40周
年を記念する平和のつどいや記念
植樹イベントやパネル展示などを行
います。
　7月17日には、市民団体が宣言
40周年を記念する平和パレードを
行い、党議員団も参加しました。

10月 4日（火） 決算特別委員会（主査報告・採決）

5日（水） 本会議（決算議決・議案上程）

7日（金）、11日（火）
12日（水） 常任委員会

13日（木）
14日（金）
17日（月）

特別委員会（駅周・沿線特）
特別委員会（情報特）
特別委員会（危機・感染特）

19日（水） 本会議（議案等議決）
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